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令和6年8月

当　　初

SPR工法積算資料は、2023.4月版を採用している。

万代排水区

流作場幹線19-4～22管更生工事

数量計算書

設計書_R6-西下第20号-万代排水区流作場幹線19-4～22管更生工事



赤字：設計採用数量
自立管

19-4路線 21-1路線 22路線 19-4～22路線合計 219路線 単位 合計 備考

管更生工

既設管 幅 1.580 1.725 1.775

高さ 1.350 1.345 1.410

ハンチ 0.250 0.250 0.210

更生管 幅 1.470 1.610 1.660

高さ 1.240 1.230 1.300

ハンチ 0.300 0.300 0.300

複合管（SPR工法）

　製管材料

製管部材 SPR工法　 #80SW 173.58 4184.31 5517.07 9874.96 m

製管部材 #80SFW 0.00 0.00 539.04 539.04 m

内面被膜工

　製管工

製管工 1日当たり製管延長 44.0m α+β=1.0 2.84 2.84 m

製管工 1日当たり製管延長 42.0m α+β=1.5 65.33 65.33 m

製管工 1日当たり製管延長 39.9m α+β=2.0 89.88 89.88 m

嵌合部材溶接工 1 8 14 23 箇所

　裏込注入工

注入口取付工 シールモルタル量 0.035m3 1 1 スパン

注入口取付工 シールモルタル量 0.044m3 1 1 スパン

注入口取付工 シールモルタル量 0.055m3 1 1 スパン

支保工兼浮上防止工 2.84 65.33 89.88 158.05 m

注入工 0.85 33.07 35.35 69.27 m3

支保材損料 3 34 46 46 セット 最長スパン

供用日数 4.5 22.0 26.5 53.0

注入用内部配管損料(A） 2.84 2.84 m
注入用内部配管損料(A） 65.33 65.33 m
注入用内部配管損料(A） 89.88 89.88 m

鋼管ﾊﾟｲﾌﾟ 392 446 419 本・日

ﾋﾞｸﾄﾘｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ 450 512 481 本・日

注入用内部配管損料(B） 2.84 65.33 89.88 158.05 m

　管口仕上工
流入管口切断ｼｰﾙ工 流入管断面積 0.64m2以下 0 0 0 0 箇所

ﾏﾝﾎｰﾙ口仕上工 上塗りモルタル量 0.018m3 2 2 箇所 既設断面1.44m2超え4.41m2以下

ﾏﾝﾎｰﾙ口仕上工 上塗りモルタル量 0.022m3 2 2 箇所 既設断面1.44m2超え4.41m2以下

ﾏﾝﾎｰﾙ口仕上工 上塗りモルタル量 0.028m3 1 1 箇所 既設断面1.44m2超え4.41m2以下

取付管口仕上工 1 16 16 33 箇所

　機械器具損料 1 1 1 1 式

製管機種 M型 M型 M型 製管機種毎に計上

時間数量 12 30 36 78 時間

日数量 3.80 9.50 11.40 24.7 日

仮設備工

　製管設備工
製管設備設置撤去工 2 5 6 13 回

巻出しリング作成工 製管部材 91.68m 1 1 回
巻出しリング作成工 製管部材 96.07m 1 1 回
巻出しリング作成工 製管部材 101.07m 1 1 回

　製管機据付・撤去工

製管機搬入組立工 1 1 1 3 回

製管機分解搬出工 1 1 1 3 回

　換気設備工

送風機運転 120/144　1台

自立管

　更生材料
更生材料　φ700mm パルテムSZ 1 スパン L=1.55m

　反転・形成

反転・引込工 1.55 m

硬化・形成工 1.55 m

　仕上

本管口切断工 2 箇所

本管口仕上工 2 箇所

　仕上
仮設備設置・撤去工（設置） 1 回
仮設備設置・撤去工（撤去） 1 回

　換気設備工

送風機運転 50/60　1台

　水替工

潜水ポンプ運転工 1.0 日
止水プラグ損料 1.0 日

複合管（SPR工法）

φ700

別紙算定表参照

別紙算定表参照

数量総括表（補助）

名称 規 格
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赤字：設計採用数量
自立管

19-4路線 21-1路線 22路線 19-4～22路線合計 219路線 単位 合計 備考

複合管（SPR工法）

名称 規 格

附帯工
足掛金物設置・撤去工 0 0 0 0 0 本 0

止水工

Y字管注入 本管部 ｍ 70.70 別紙算定表

本管管口部 ｍ 2.20 別紙算定表

Y字管注入 取付管口部 ｍ 0.80 別紙算定表

パッカー注入 本管管口部 箇所 1 別紙算定表

仮設工

交通誘導警備員

準備工

管内洗浄工（SPR） 2.84 65.33 89.88 158.05 m

作業日数 0.04日／ｽﾊﾟﾝ 0.79日／ｽﾊﾟﾝ 1.09日／ｽﾊﾟﾝ 2日（3ｽﾊﾟﾝ合計）
管内洗浄工（φ700） 1.55 m

既設管調査工 既設管径（内空高）800㎜以上1500未満 2.84 65.33 89.88 158.05 m

作業日数 1日（3ｽﾊﾟﾝ合計） 日進量：600m／日

　換気設備工

送風機運転 120/144　1台 洗浄工・調査工

送風機運転 50/60　1台 洗浄工・調査工

別紙算定表参照

別紙算定表参照

別紙算定表参照

別紙算定表参照
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赤字：設計採用数量
自立管

19-4路線 21-1路線 22路線 19-4～22路線合計 219路線 単位 合計 備考

複合管（SPR工法）

名称 規 格

数量 数量 数量 単位 合計 備考

前処理工

取付管突出除去工 既設管径φ800mm以上～1500mm準用 0 5 3 8 箇所 8 実施設計報告書参照

モルタル除去工 既設管径φ800mm以上～1500mm準用 1 0 0 1 箇所 1 実施設計報告書参照

　換気設備工

送風機運転 120/144　1台 前処理工（突出除去等）

仮設工

交通誘導警備員 別紙算定表参照

数量総括表(単独）

名称 規 格

別紙算定表参照
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記号 名　　称 数　量 単　位 出典

基本条件（路線19-4）
既設管幅 1.580 m

高さ 1.350 m
ハンチ 0.25 m

L0 管更生延長合計 2.84 m
スパン１ 2.84 m

L 製管延長合計 2.84 m
スパン１ 2.84 m
上流管更生部との接続 0.00 m

プロファイル延長（PfL）
LS 製管延長（直線部） 2.84 m
LSU 製管延長（曲線部） m
w 製管断面幅 1.470 m
h 製管断面高 1.240 m
R 製管曲ハンチ 0.3 m
D' プロファイル中心線延長 4.88960 m

プロファイル中心断面積 m2

プロファイル内周延長 m
S2 プロファイル内周断面積 1.7154 m2

製管部材① #80SW 直線用
製管部材② 曲線用

W プロファイル幅 0.08 m P66
プロファイル高 0.0163 m P66
巻出し延長 1.5 m P90
巻出しリング作成回数 1 回 P89

1日当たり製管延長
PfDL 1ドラム当たりプロファイル延長 1000 m P67
D 1日当たりドラム使用数 1.35 巻 P89

使用製管機 M型 P69
vp プロファイル送出速度 7 m/分 P69
E 作業効率 0.8 P70

支保工日数・裏込注入計算
E 支保工作業環境係数 0.8 P81
S 支保工1ｍ当り設置（撤去）時間 15 分/m P80
T1 準備時間 1 h/日 P80
T2 後片付時間 1 h/日 P80
Imu 裏込め使用量 11.23 m3/日 P83
Qday 1日当り注入量 10.8 m3/日 P83

RiA 更生管外空断面積 (プロファイル外側の断面積) 1.79489 m2

PrA1 Pr部の注入面積 直線部（#80SW） 598 mm2 P75

PrA2 Pr部の注入面積 曲線部（ #80SFW) 397 mm2 P100
⊿t 管口シールモルタル厚 (標準 0.05m) 0.05 m P74

鋼管パイプ日当り使用数量 27 本・日 P78
ビクトリックジョイント日当り使用数量 31 本・日 P78

注入口取付工・マンホール口仕上工・流入管口切断シール工・取付管口仕上工計算
S1 既設管断面積 2.0676 m2

t マンホール口仕上厚さ 0.05 m P84
マンホール口仕上工 既設管断面積1.44m2以下 0 箇所 P84
マンホール口仕上工 既設管断面積1.44超え4.41m2以下 2 箇所 P84
マンホール口仕上工 既設管断面積4.41超え9.00m2以下 0 箇所 P84
マンホール口仕上工 既設管断面積9.00m2以下 0 箇所 P84

注入口取付日数　0.02～0.07m3以下 0.75 日/スパン P5,P76
流入管口切断シール工 0.64m2以下 0 箇所 P85
流入管口切断シール工 0.64超え1.43m2以下 0 箇所 P85
流入管口切断シール工 1.43超え2.25m2以下 0 箇所 P85
流入管口切断シール工 2.25超え4.00m2以下 0 箇所 P85
取付管口仕上げ工 1 箇所 P86

α1 供用日係数 1.9 R5.10～ 新潟

L' 作業孔（人孔等）直下から製管発進点までの距離 1.60 m
製管工

段取替・支保材供用日数等計算

+ +
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記号 名　　称 数　量 単　位 出典

製管機械器具損料（詳細）
d 製管機械器具日当り運転時間 6 時間 P94
製管機使用台数 1 台 P94
油圧ユニット使用台数 1 台 P94
発動発電機使用台数 1 台 P94

管内洗浄工
L 管内洗浄延長 2.84 m
Ls 既設管周長 5.47135 m
A 時間当たり管渠洗浄作業量 15 m/h P97

1m2当り使用水量 0.03 m3/m2 P96

t 1m3当り給水時間 0.08 h/m3 P96
l 給水場所との距離 2.9 km 現場～処理場
Q 高圧洗浄車タンク容量 2.5 m3 P96
V 給水車移動速度 20 km/h P56
T 高圧洗浄車運転日当り運転時間 6.7 h/日 P96
T3 トンネル作業員数 1 人 P96

換気量計算
V 平均断面での風速 48 m/mim P52

交通誘導員計算
N 1現場当り交通誘導員数 2.5 人 2人×1.2(交代要員含む)

半日単位切上

足掛金物撤去・設置 0 本
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

基本条件（路線19-4）

既設管1,580×1,350

幅 1.580 m

高さ 1.350 m

ハンチ 0.250 m

製管延長 L ＝ 2.84 m

直線部 LS ＝ 2.84 m

曲線部 LSU = 0 m

直線用ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ計上延長 L1 ＝ LS
※上下流ﾏﾝﾎｰﾙは矩形形状のため、余長未計上 2.84 m P67
　（円形計上の場合、余長計上する）

曲線用ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ計上延長 L2 = LSU 0.00 m P68
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

プロファイル延長（PfL）

製管延長（直線部） LS = 2.84 m

製管延長（曲線部） LSU = 0.00 m

製管断面幅 ｗ = 1.47 m

製管断面高 ｈ = 1.24 m

製管曲ハンチ R = 0.3 m

製管部材① #80SW
製管部材②

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ幅 W = 0.08 m P66

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ高 H = 0.0163 m P66

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ計上延長 L1 = 直線部 2.84 m
L2 = 曲線部 0 m

巻出し延長 1.5 m P90

巻出しﾘﾝｸﾞ作成回数 1 回 P89

プロファイル中心線延長 D 4.88960 m 更正中心断面算出根拠

製管1m当りの
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 PfL1 = D×1（m）/W

4.8896×1/0.0800 61.1200 m

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 PfL = 直線用 61.1200×2.84 173.58 m

PfL = 曲線用 61.1200×0.00 0.00 m

巻出しﾘﾝｸﾞ作成用
調整ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 = PfL1×巻出し延長（m）

61.1200×1.5 91.68 m

設計書_R6-西下第20号-万代排水区流作場幹線19-4～22管更生工事



番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

1日当り製管延長

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 PfL = 直線用 173.58 m
= 曲線用 0.00 m

1ﾄﾞﾗﾑ当り PfDL = 直線用 1000 m P67
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 = 曲線用 1000 m P67

1日当りﾄﾞﾗﾑ使用数 D = 1.35 巻 P89

使用製管機 M型 P69

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ送出速度 vp = 7 m/分 P69

製管1m当りの
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 PfL1 = 61.1200 m

作業効率 E = 0.8 P70

必要ﾄﾞﾗﾑ数 drm = PfL/PfDL
直線用 173.58/1,000 0.2 巻 P89
曲線用 0.00/1,000 0 巻 P89

製管日数 sday = drm/D＋1
(0.2+0.0)/1.35+1 2 日 P89

製管設備設置
撤去回数 ｎ = drm/D＋1

(0.2+0.0)/1.35+1 2 回 P89

溶接個所数 Jo = drm－1＋(ｎ－1) (ｎ－1):Dが整数の場合は計上しない
0.2－1+2-1 1 箇所 P73
曲線部接続：曲線部0か所×2 0 箇所

合計 1 箇所

製管速度 Vmin = vp/PfL1
7.0/61.1200 0.1145 m/分 P69

1日当り製管延長 Lday = 8（h/日）×60（min/h）×Vmin×E
= 480×0.1145×0.8 44.0 m/日 P70
= 43.97
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

支保工日数・裏込注入計算

支保工作業環境係数 E = 0.8 P81

支保工設置撤去時間 S = 15 分/m P80

準備時間 T1 = 1.0 h/日 P80

後片付時間 T2 = 1.0 h/日 P80

既設管断面積 A = 2.06760 m2

更生管外空断面積 RiA = 1.79489 m2

Pr部の注入面積 PrA = 直線部 598.0 mm2 P75
Pr部の注入面積 PrA = 曲線部 397.0 mm2 P100

管口シートモルタル厚 ⊿t = 0.05 m P74

1日当り注入量 Qday = 10.8 m3/日 P83

鋼管ﾊﾟｲﾌﾟ
日当り使用数量 27 本・日 P78

ﾋﾞｸﾄﾘｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ
日当り使用数量 31 本・日 P78

裏込注入延長 Lu = 製管延長(最長スパン）（上限200m） 2.84 m

支保工数量 Ns = Lu/2.0（m）＋1（ｾｯﾄ）
2.84/2＋1 3 セット P81及びP31
※小数点２位四捨五入後整数切上

1日当り、支保設置
または撤去、延長 D ＝ ｛8（ｈ/日）－（T1＋T2）｝×60（min/h）/S×E

｛8－（1＋1）｝×60/15.0×0.8 19.2 m/日 P80

1日当り支保設置
撤去延長 Ds2 ＝ 19.2/2 9.6 m/日

支保工設置日数 ＝ Lu/D
スパン1 2.84/19.20 0.2 日 P5

支保工撤去日数 ＝ Lu/D
スパン1 2.84/19.20 1 日 P6

①注入断面積 S1-1 = {(EA－RiA)+PrA×10^6×PrE}
直線部 {(2.06760－1.79489)+598×10^-6×61.1200 0.309 m2 P74

①裏込注入量 Q = S1-1×（製管延長ー⊿t×2）
直線部 0.309×（2.84ー0.05×2） 0.847 m3 P74

②注入断面積 S1-1 = {(EA－RiA)+PrA×10^6×PrE}
曲線部 {(2.06760－1.79489)+397×10^-6×61.1200 0.297 m2 P74

②裏込注入量 Q = S1-1×（製管延長)
曲線部 0.297×0.00 0.000 m3 P74

裏込注入量 Q = 直線部＋曲線部
= 0.847+0.000 0.847 m3 P74

裏込注入日数 = Q/Qday
0.847/10.80 1 日 P6
※整数切上
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

100m当たりの
支保設置日数 V1 = 100ｍ製管延長/D

= 100/19.20
※切上少数第1位止め 5.3 日 P5

100m当たりの
支保撤去日数 V2 = 100ｍ製管延長/D

= 100/19.20
※整数切上 6 日 P6

100m当たりの V = V1 + V2
支保設置・撤去日数 = 5.3+6

11.3 日

100m当たりの
裏込注入日数 = 100ｍ注入延長×注入断面積×α/Qday

100×0.309÷10.80 2.86 日 P6
※端数＜0.01：切り捨て、0.01≦端数：切上 3 日 整数計上

100m当たりの鋼管ﾊﾟｲﾌﾟ
及びﾋﾞｸﾄﾘｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ = 100ｍ当りの支保設置撤去日数＋100ｍ当りの裏込注入日数
必要日数

= 11.3＋3 14.3 日
14.5 日

100ｍ当りの注入用
内部配管必要量
鋼管ﾊﾟｲﾌﾟ = 27×14.5 392 本・日 P78

ﾋﾞｸﾄﾘｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ = 31×14.5 450 本・日 P78
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

注入口取付工・マンホール口仕上工・流入管口切断シール工・取付管口穿孔仕上げ工計算

既設管断面積 S1 = 2.06760 m2

製管断面積
プロファイル内周断面積 S2 = 1.71540 m2

厚さ ｔ = 0.05 m P84

流入管口切断ｼｰﾙ工 0.64m2以下 0 箇所 P85
0.64超え1.43m2以下 0 箇所 P85
1.43超え2.25m2以下 0 箇所 P85
2.25超え4.00m2以下 0 箇所 P85

流入管口切断ｼｰﾙ日数 = （トンネル世話役）×個所数
0.0×0.5+0.0×1.0+0.0×1.5+0.0×2.0 0 日 P85
※積上げ端数、切上整数

注入口取付工
ｼｰﾙﾓﾙﾀﾙ量
1スパン当たり V = （S1－S2）×ｼｰﾙﾓﾙﾀﾙ厚×上下流ﾏﾝﾎｰﾙ

= （2.06760－1.71540）×0.05×2 0.035 m3/スパン P76
=

注入口取付日数 = 0.035m3＞0.020m3 0.75 日/スパン P5,P76

取付管口仕上げ工
取付管口仕上げ数 1 箇所 P86
１日当たり仕上げ箇所数 標準仕上げ箇所数（３箇所） 3 箇所

取付管口穿孔仕上日数 取付管数/1日当仕上げ箇所数
= 1÷3 1 日
※整数切上

マンホール口仕上げ工
モルタル量 V ＝ （S1-S2）×t

t ：厚さ　0.05m（標準）
＝ （2.06760－1.71540）×0.05 0.018 m3

世話役日数 世話役人数
既設断面積 1.44m2以下 0.5 人/箇所 0 箇所 P84
既設断面積 1.44超え4.41m2以下 1.0 人/箇所 2 箇所 P84
既設断面積 4.41超え9.00m2以下 1.5 人/箇所 0 箇所 P84
既設断面積 9.00m2超え 2.0 人/箇所 0 箇所 P84

マンホール口仕上日数 ＝ 箇所数×世話役
＝ 0.0×0.5+2.0×1.0+0.0×1.5+0.0×2.0 2 日
※整数切上

0.0352
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

段取替・支保材共用日数等計算

共用日係数 α = 1.9 R5.10～ 新潟

段取替日数 ｄ = 注入口取付日数＋支保工設置日数
0.75＋0.2 1 P6

1－（0.75＋0.2） 0.05 日 P6

支保材供用日数 = （支保工設置日数＋支保工撤去日数＋注入日数）×α
（0.2＋1＋1）×1.90 4.18 日 P74

4.50 日 P74
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

製管工歩掛計算

作業孔（人孔等）
直下から製管発進点
までの距離 L´ = 1.6 m

製管距離 L = 2.84 m

自由断面　製管機L型 P72
トンネル世話役 1 人
トンネル特殊工 2 人
特殊作業員 2 人
普通作業員 2 人
トンネル作業員 α＋β

1＋-0.4＝ 1.0 人
※端数0.1～0.5は0.5に切上、端数0.6～0.9は切上整数

α = L´/30（m/人）＋1
= 1.60/30＋1
= 1 人
※小数点以下切捨て

β = ｛（L＋L´）－（α×30）｝/30/2
= ｛（2.84＋1.6）－（1×30）｝/30/2
= -0.4 人
※小数点第２位切捨て後、0.5切上

0.6

-0.43

1.05

設計書_R6-西下第20号-万代排水区流作場幹線19-4～22管更生工事



番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

製管機械器具損料（詳細）

製管機使用台数
M型 1.00 台 P94

油圧ﾕﾆｯﾄ使用台数
7.5Kｗ 1.00 台 P94

発動発電機使用台数
45KVA 1.00 台 P94

運転日数(製管日数) ｎ = 2 日 P89

日当り運転時間 ｄ = 6 時間 P94

製管機 時間数量 = 使用台数×運転日数（製管日数）×日当り運転時間
1×2×6 12 時間 P93,94

供用日数量 = 使用台数×運転日数（製管日数）×供用日係数
1×2×1.9 3.80 日 P93,94

油圧ﾕﾆｯﾄ 時間数量 = 使用台数×運転日数（製管日数）×日当り運転時間
1×2×6 12.00 時間 P93,94

供用日数量 = 使用台数×運転日数（製管日数）×供用日係数
1×2×1.9 3.80 日 P93,94
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

管内洗浄工計算

既設管周長 Ls = 5.47135 m 既設断面算出根拠

管内洗浄延長 L = 2.84 m

時間当たり管渠
洗浄作業量 A = 15.00 m/h P97

1m2当り使用水量 0.03 m3/m2 P96

1m3当り給水時間 ｔ = 0.08 h/m3 P96

給水場所との距離 l = 2.9 km 現場～処理場

高圧洗浄タンク容量 Q = 2.500 m3 P96

給水車移動速度 V = 20 km/h P56

高圧洗浄車運転
日当り運転時間 T = 6.70 h/日 P96

ﾄﾝﾈﾙ作業員数 T3 = 1 人 P96

洗浄1m当り
使用水量 q = Ls×1（m）×1㎡当り使用水量

= 5.47135×1×0.03 0.1641 m3/m P96
=

洗浄水全使用量 = q×L
0.1641×2.84 0.47 m3

給水回数 ｎ = L×q/Q
= 2.84×0.1641/2.5 1 回 P97
=

給水車運転時間 T2 = l×n（給水回数）×2(往復)×1/V
2.9×1×2×1/20 0.29 ｈ P97

高圧洗浄車
運転時間 T1 = L/A＋L×q×t

2.84/15＋2.84×0.1641×0.08 0.227 ｈ P96

管内洗浄工
作業日数 D1 = T1/T

= 0.227/6.7 0.04 日 P5
=
※全路線集計後、端数切上

管渠洗浄工
ﾄﾝﾈﾙ世話役A = 1.0×T1/T

1.0×0.227/6.7 0.034 人 P95・96
ﾄﾝﾈﾙ特殊工B = 1.0×T1/T

1.0×0.227/6.7 0.034 人 P95・96
ﾄﾝﾈﾙ作業員C = T3×T1/T

1×0.227/6.7 0.034 人 P95・96
普通作業員D = 2.0×T1/T

2.0×0.227/6.7 0.068 人 P95・96

0.1641

0.19

0.04
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

換気量計算

平均断面での風速 V = 48.000 m/mim P52

既設管調査工 既設管径（内空高）800mm以上1500mm未満 別計上 日 P59

管内洗浄工 別計上 日

製管日数 2 日

注入口取付日数 0.75 日

支保工設置日数 0.2 日

段取替日数 0.05 日

裏込注入日数 1 日

支保工撤去日数 1 日

FRPﾊﾝﾄﾞﾚｲｯﾌﾟ 0 日

管口仕上工日数 2 日

取付管口仕上日数 1 日

必要換気量
平均断面積 A 既設管断面積

2.06760 m2

Q = A×V
2.06760×48 99 m3/min P52

必要送風機 120/144m3/min） 1 台 P52

送風機運転日数 N = 2＋0.75＋0.2＋0.05＋1＋1＋0＋2＋1 8 日 P97・P51
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記号 名　　称 数　量 単　位 出典

基本条件（路線21-1）
既設管 幅 1.725 m

高さ 1.345 m
ハンチ 0.25 m

L0 管更生延長合計 65.33 m
スパン１ 65.33 m

L 製管延長合計 65.33 m
スパン１ 65.33 m
上流管更生部との接続 0.00 m

プロファイル延長（PfL）
LS 製管延長（直線部） 65.33 m
LSU 製管延長（曲線部） 0.00 m
w 製管断面幅 1.610 m
h 製管断面高 1.230 m
R 製管曲ハンチ 0.3 m
D' プロファイル中心線延長 5.12391 m

プロファイル中心断面積 m2

プロファイル内周延長 m
S2 プロファイル内周断面積 1.85882 m2

製管部材① #80SW 直線用

W プロファイル幅 0.08 m P66
プロファイル高 0.0163 m P66
巻出し延長 1.5 m P90
巻出しリング作成回数 1 回 P89

1日当たり製管延長
PfDL 1ドラム当たりプロファイル延長 1000 m P67
D 1日当たりドラム使用数 1.35 巻 P89

使用製管機 M型 P69
vp プロファイル送出速度 7 m/分 P69
E 作業効率 0.8 P70

支保工日数・裏込注入計算
E 支保工作業環境係数 0.8 P81
S 支保工1ｍ当り設置（撤去）時間 15 分/m P80
T1 準備時間 1 h/日 P80
T2 後片付時間 1 h/日 P80
Imu 裏込め使用量 11.23 m3/日 P83
Qday 1日当り注入量 10.8 m3/日 P83

RiA 更生管外空断面積 (プロファイル外側の断面積) 1.94213 m2

PrA1 Pr部の注入面積 直線部（#80SW） 598 mm2 P75

PrA2 Pr部の注入面積 曲線部（ #80SFW) 397 mm2 P100
⊿t 管口シールモルタル厚 (標準 0.05m) 0.05 m P74

鋼管パイプ日当り使用数量 27 本・日 P78
ビクトリックジョイント日当り使用数量 31 本・日 P78

注入口取付工・マンホール口仕上工・流入管口切断シール工・取付管口仕上工計算
S1 既設管断面積 2.41131 m2

t マンホール口仕上厚さ 0.05 m P84
マンホール口仕上工 既設管断面積1.44m2以下 0 箇所 P84
マンホール口仕上工 既設管断面積1.44超え4.41m2以下 1 箇所 P84
マンホール口仕上工 既設管断面積4.41超え9.00m2以下 0 箇所 P84
マンホール口仕上工 既設管断面積9.00m2以下 0 箇所 P84

注入口取付日数　0.02～0.07m3以下 0.75 日/スパン P5,P76
流入管口切断シール工 0.64m2以下 0 箇所 P85
流入管口切断シール工 0.64超え1.43m2以下 0 箇所 P85
流入管口切断シール工 1.43超え2.25m2以下 0 箇所 P85
流入管口切断シール工 2.25超え4.00m2以下 0 箇所 P85
取付管口仕上げ工 16 箇所 P86

α1 供用日係数 1.9 R5.10～ 新潟

L' 作業孔（人孔等）直下から製管発進点までの距離 1.05 m

段取替・支保材供用日数等計算

製管工

+ +
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記号 名　　称 数　量 単　位 出典

製管機械器具損料（詳細）
d 製管機械器具日当り運転時間 6 時間 P94

製管機使用台数 1 台 P94
油圧ユニット使用台数 1 台 P94
発動発電機使用台数 1 台 P94

管内洗浄工
L 管内洗浄延長 65.33 m
Ls 既設管周長 5.9374 m
A 時間当たり管渠洗浄作業量 15 m/h P97

1m2当り使用水量 0.03 m3/m2 P96

t 1m3当り給水時間 0.08 h/m3 P96
l 給水場所との距離 2.9 km 現場～処理場
Q 高圧洗浄車タンク容量 2.5 m3 P96
V 給水車移動速度 20 km/h P56
T 高圧洗浄車運転日当り運転時間 6.7 h/日 P96
T3 トンネル作業員数 1 人 P96

換気量計算
V 平均断面での風速 48 m/mim P52

交通誘導員計算
N 1現場当り交通誘導員数 2.5 人 2人×1.2(交代要員含む)

半日単位切上

足掛金物撤去・設置 0 本
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

基本条件（路線21-1）

既設管1,725×1,345

幅 1.725 m

高さ 1.345 m

ハンチ 0.250 m

製管延長 L ＝ 65.33 m

直線部 LS ＝ 65.33 m

曲線部 LSU = 0.00 m

直線用ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ計上延長 L1 ＝ LS
※上下流ﾏﾝﾎｰﾙは矩形形状のため、余長未計上 65.33 m P67
　（円形計上の場合、余長計上する）

曲線用ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ計上延長 L2 = LSU 0.00 m P68

設計書_R6-西下第20号-万代排水区流作場幹線19-4～22管更生工事



番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

プロファイル延長（PfL）

製管延長（直線部） LS = 65.33 m

製管延長（曲線部） LSU = 0.00 m

製管断面幅 ｗ = 1.61 m

製管断面高 ｈ = 1.23 m

製管曲ハンチ R = 0.3 m

製管部材① #80SW
製管部材②

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ幅 W = 0.08 m P66

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ高 H = 0.0163 m P66

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ計上延長 L1 = 直線部 65.33 m
L2 = 曲線部 0 m

巻出し延長 1.5 m P90

巻出しﾘﾝｸﾞ作成回数 1 回 P89

プロファイル中心線延長 D 5.12391 m 更正中心断面算出根拠

製管1m当りの
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 PfL1 = D×1（m）/W

5.12391×1/0.0800 64.0489 m

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 PfL = 直線用 64.0489×65.33 4184.31 m

PfL = 曲線用 64.0489×0.00 0.00 m

巻出しﾘﾝｸﾞ作成用
調整ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 = PfL1×巻出し延長（m）

64.0489×1.5 96.07 m
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

1日当り製管延長

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 PfL = 直線用 4184.31 m
= 曲線用 0.00 m

1ﾄﾞﾗﾑ当り PfDL = 直線用 1000 m P67
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 = 曲線用 1000 m P67

1日当りﾄﾞﾗﾑ使用数 D = 1.35 巻 P89

使用製管機 M型 P69

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ送出速度 vp = 7 m/分 P69

製管1m当りの
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 PfL1 = 64.0489 m

作業効率 E = 0.8 P70

必要ﾄﾞﾗﾑ数 drm = PfL/PfDL
直線用 4,184.31/1,000 4.2 巻 P89
曲線用 0.00/1,000 0 巻 P89

製管日数 sday = drm/D＋1
(4.2+0.0)/1.35+1 5 日 P89

製管設備設置
撤去回数 ｎ = drm/D＋1

(4.2+0.0)/1.35+1 5 回 P89

溶接個所数 Jo = drm－1＋(ｎ－1) (ｎ－1):Dが整数の場合は計上しない
4.2－1+5-1 8 箇所 P73
曲線部接続：曲線部0か所×2 0 箇所

合計 8 箇所

製管速度 Vmin = vp/PfL1
7.0/64.0489 0.1093 m/分 P69

1日当り製管延長 Lday = 8（h/日）×60（min/h）×Vmin×E
= 480×0.1093×0.8 42.0 m/日 P70
= 41.97
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

支保工日数・裏込注入計算

支保工作業環境係数 E = 0.8 P81

支保工設置撤去時間 S = 15 分/m P80

準備時間 T1 = 1.0 h/日 P80

後片付時間 T2 = 1.0 h/日 P80

既設管断面積 A = 2.41131 m2

更生管外空断面積 RiA = 1.94213 m2

Pr部の注入面積 PrA = 直線部 598.0 mm2 P75
Pr部の注入面積 PrA = 曲線部 397.0 mm2 P100

管口シートモルタル厚 ⊿t = 0.05 m P74

1日当り注入量 Qday = 10.8 m3/日 P83

鋼管ﾊﾟｲﾌﾟ
日当り使用数量 27 本・日 P78

ﾋﾞｸﾄﾘｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ
日当り使用数量 31 本・日 P78

裏込注入延長 Lu = 製管延長(最長スパン）（上限200m） 65.33 m

支保工数量 Ns = Lu/2.0（m）＋1（ｾｯﾄ）
65.33/2＋1 34 セット P81及びP31
※小数点２位四捨五入後整数切上

1日当り、支保設置
または撤去、延長 D ＝ ｛8（ｈ/日）－（T1＋T2）｝×60（min/h）/S×E

｛8－（1＋1）｝×60/15.0×0.8 19.2 m/日 P80

1日当り支保設置
撤去延長 Ds2 ＝ 19.2/2 9.6 m/日

支保工設置日数 ＝ Lu/D
スパン1 65.33/19.20 3.5 日 P5

支保工撤去日数 ＝ Lu/D
スパン1 65.33/19.20 4 日 P6

①注入断面積 S1-1 = {(EA－RiA)+PrA×10^6×PrE}
直線部 {(2.41131－1.94213)+598×10^-6×64.0489 0.507 m2 P74

①裏込注入量 Q = S1-1×（製管延長ー⊿t×2）
直線部 0.507×（65.33ー0.05×2） 33.072 m3 P74

②注入断面積 S1-1 = {(EA－RiA)+PrA×10^6×PrE}
曲線部 {(2.41131－1.94213)+397×10^-6×64.0489 0.495 m2 P74

②裏込注入量 Q = S1-1×（製管延長）
曲線部 0.495×0.00 0.000 m3 P74

裏込注入量 Q = 直線部＋曲線部
= 33.072+0.000 33.072 m3 P74

裏込注入日数 = Q/Qday
33.072/10.80 4 日 P6
※整数切上
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

100m当たりの
支保設置日数 V1 = 100ｍ製管延長/D

= 100/19.20
※切上少数第1位止め 5.3 日 P5

100m当たりの
支保撤去日数 V2 = 100ｍ製管延長/D

= 100/19.20
※整数切上 6 日 P6

100m当たりの V = V1 + V2
支保設置・撤去日数 = 5.3+6

11.3 日

100m当たりの
裏込注入日数 = 100ｍ注入延長×注入断面積×α/Qday

100×0.507÷10.80 4.69 日
※端数＜0.01：切り捨て、0.01≦端数：切上 5 日 整数計上

100m当たりの鋼管ﾊﾟｲﾌﾟ
及びﾋﾞｸﾄﾘｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ = 100ｍ当りの支保設置撤去日数＋100ｍ当りの裏込注入日数
必要日数

= 11.3＋5 16.3 日
16.5 日

100ｍ当りの注入用
内部配管必要量
鋼管ﾊﾟｲﾌﾟ = 27×16.5 446 本・日 P78

ﾋﾞｸﾄﾘｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ = 31×16.5 512 本・日 P78
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

注入口取付工・マンホール口仕上工・流入管口切断シール工・取付管口穿孔仕上げ工計算

既設管断面積 S1 = 2.41131 m2

製管断面積
プロファイル内周断面積 S2 = 1.85882 m2

厚さ ｔ = 0.05 m P84

流入管口切断ｼｰﾙ工 0.64m2以下 0 箇所 P85
0.64超え1.43m2以下 0 箇所 P85
1.43超え2.25m2以下 0 箇所 P85
2.25超え4.00m2以下 0 箇所 P85

流入管口切断ｼｰﾙ日数 = （トンネル世話役）×個所数
0.0×0.5+0.0×1.0+0.0×1.5+0.0×2.0 0 日 P85
※積上げ端数、切上整数

注入口取付工
ｼｰﾙﾓﾙﾀﾙ量
1スパン当たり V = （S1－S2）×ｼｰﾙﾓﾙﾀﾙ厚×上下流ﾏﾝﾎｰﾙ

= （2.41131－1.85882）×0.05×2 0.055 m3/スパン P76
=

注入口取付日数 = 0.055m3＞0.020m3 0.75 日/スパン P5,P76

取付管口仕上げ工
取付管口仕上げ数 16 箇所 P86
１日当たり仕上げ箇所数 標準仕上げ箇所数（３箇所） 3 箇所

取付管口穿孔仕上日数 取付管数/1日当仕上げ箇所数
= 16÷3 6 日
※整数切上

マンホール口仕上げ工
モルタル量 V ＝ （S1-S2）×t

t ：厚さ　0.05m（標準）
＝ （2.41131－1.85882）×0.05 0.028 m3

世話役日数 世話役人数
既設断面積 1.44m2以下 0.5 人/箇所 0 箇所 P84
既設断面積 1.44超え4.41m2以下 1.0 人/箇所 1 箇所 P84
既設断面積 4.41超え9.00m2以下 1.5 人/箇所 0 箇所 P84
既設断面積 9.00m2超え 2.0 人/箇所 0 箇所 P84

マンホール口仕上日数 ＝ 箇所数×世話役
＝ 0.0×0.5+1.0×1.0+0.0×1.5+0.0×2.0 1 日
※整数切上

0.0552
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

段取替・支保材共用日数等計算

共用日係数 α = 1.9 R5.10～ 新潟

段取替日数 ｄ = 注入口取付日数＋支保工設置日数
0.75＋3.5 5 P6

5－（0.75＋3.5） 0.75 日 P6

支保材供用日数 = （支保工設置日数＋支保工撤去日数＋注入日数）×α
（3.5＋4＋4）×1.90 21.85 日 P74

22.00 日 P74
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

製管工歩掛計算

作業孔（人孔等）
直下から製管発進点
までの距離 L´ = 1.05 m

製管距離 L = 65.33 m

自由断面　製管機M型 P72
トンネル世話役 1 人
トンネル特殊工 2 人
特殊作業員 2 人
普通作業員 2 人
トンネル作業員 α＋β

1＋0.6＝ 2.0 人
※端数0.1～0.5は0.5に切上、端数0.6～0.9は切上整数

α = L´/30（m/人）＋1
= 1.05/30＋1
= 1 人
※小数点以下切捨て

β = ｛（L＋L´）－（α×30）｝/30/2
= ｛（65.33＋1.1）－（1×30）｝/30/2
= 0.6 人
※小数点第２位切捨て後、0.5切上

1.6

1.03

0.606
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

製管機械器具損料（詳細）

製管機使用台数
M型 1.00 台 P94

油圧ﾕﾆｯﾄ使用台数
7.5Kｗ 1.00 台 P94

発動発電機使用台数
45KVA 1.00 台 P94

運転日数(製管日数) ｎ = 5 日 P89

日当り運転時間 ｄ = 6 時間 P94

製管機 時間数量 = 使用台数×運転日数（製管日数）×日当り運転時間
1×5×6 30 時間 P93,94

供用日数量 = 使用台数×運転日数（製管日数）×供用日係数
1×5×1.9 9.50 日 P93,94

油圧ﾕﾆｯﾄ 時間数量 = 使用台数×運転日数（製管日数）×日当り運転時間
1×5×6 30.00 時間 P93,94

供用日数量 = 使用台数×運転日数（製管日数）×供用日係数
1×5×1.9 9.50 日 P93,94
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

管内洗浄工計算

既設管周長 Ls = 5.9374 m 既設断面算出根拠

管内洗浄延長 L = 65.33 m

時間当たり管渠
洗浄作業量 A = 15.00 m/h P97

1m2当り使用水量 0.03 m3/m2 P96

1m3当り給水時間 ｔ = 0.08 h/m3 P96

給水場所との距離 l = 2.9 km 現場～処理場

高圧洗浄タンク容量 Q = 2.500 m3 P96

給水車移動速度 V = 20 km/h P56

高圧洗浄車運転
日当り運転時間 T = 6.70 h/日 P96

ﾄﾝﾈﾙ作業員数 T3 = 1 人 P96

洗浄1m当り
使用水量 q = Ls×1（m）×1㎡当り使用水量

= 5.93740×1×0.03 0.1781 m3/m P96
=

洗浄水全使用量 = q×L
0.1781×65.33 11.64 m3

給水回数 ｎ = L×q/Q
= 65.33×0.1781/2.5 5 回 P97
=

給水車運転時間 T2 = l×n（給水回数）×2(往復)×1/V
2.9×5×2×1/20 1.45 ｈ P97

高圧洗浄車
運転時間 T1 = L/A＋L×q×t

65.33/15＋65.33×0.1781×0.08 5.286 ｈ P96

管内洗浄工
作業日数 D1 = T1/T

= 5.286/6.7 0.79 日 P5
=
※全路線集計後、端数切上

管渠洗浄工
ﾄﾝﾈﾙ世話役A = 1.0×T1/T

1.0×5.286/6.7 0.789 人 P95・96
ﾄﾝﾈﾙ特殊工B = 1.0×T1/T

1.0×5.286/6.7 0.789 人 P95・96
ﾄﾝﾈﾙ作業員C = T3×T1/T

1×5.286/6.7 0.789 人 P95・96
普通作業員D = 2.0×T1/T

2.0×5.286/6.7 1.578 人 P95・96

0.1781

4.66

0.79
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

換気量計算

平均断面での風速 V = 48.000 m/mim P52

既設管調査工 既設管径（内空高）800mm以上1500mm未満 別途計上 日 P59

管内洗浄工 別途計上 日

製管日数 5 日

注入口取付日数 0.75 日

支保工設置日数 3.5 日

段取替日数 0.75 日

裏込注入日数 4 日

支保工撤去日数 4 日

FRPﾊﾝﾄﾞﾚｲｯﾌﾟ 0 日

管口仕上工日数 1 日

取付管口仕上日数 6 日

必要換気量
平均断面積 A 既設管断面積

2.41131 m2

Q = A×V
2.41131×48 116 m3/min P52

必要送風機 120/144（m3/min） 1 台 P52

送風機運転日数 N = 5＋0.75＋3.5＋0.75＋4＋4＋0＋1＋6 25 日 P97・P51

設計書_R6-西下第20号-万代排水区流作場幹線19-4～22管更生工事



記号 名　　称 数　量 単　位 出典

基本条件（路線22）
既設管 幅 1.775 m

高さ 1.410 m
ハンチ 0.21 m

L0 管更生延長合計 89.88 m
スパン１ 89.88 m

L 製管延長合計 89.88 m
スパン１ 89.88 m
上流管更生部との接続 0.00 m

プロファイル延長（PfL）
LS 製管延長（直線部） 81.88 m
LSU 製管延長（曲線部） 8.00 m
w 製管断面幅 1.660 m
h 製管断面高 1.300 m
R 製管曲ハンチ 0.3 m
D' プロファイル中心線延長 5.3904 m

プロファイル中心断面積 m2

プロファイル内周延長 m
S2 プロファイル内周断面積 2.04889 m2

製管部材① #80SW 直線用
#80SFW 曲線用

W プロファイル幅 0.08 m P66
プロファイル高 0.0163 m P66
巻出し延長 1.5 m P90
巻出しリング作成回数 1 回 P89

1日当たり製管延長
PfDL 1ドラム当たりプロファイル延長 1000 m P67
D 1日当たりドラム使用数 1.35 巻 P89

使用製管機 M型 P69
vp プロファイル送出速度 7 m/分 P69
E 作業効率 0.8 P70

支保工日数・裏込注入計算
E 支保工作業環境係数 0.8 P81
S 支保工1ｍ当り設置（撤去）時間 15 分/m P80
T1 準備時間 1 h/日 P80
T2 後片付時間 1 h/日 P80
Imu 裏込め使用量 11.23 m3/日 P83
Qday 1日当り注入量 10.8 m3/日 P83

RiA 更生管外空断面積 (プロファイル外側の断面積) 2.13655 m2

PrA1 Pr部の注入面積 直線部（#80SW） 598 mm2 P75

PrA2 Pr部の注入面積 曲線部（ #80SFW) 397 mm2 P100
⊿t 管口シールモルタル厚 (標準 0.05m) 0.05 m P74

鋼管パイプ日当り使用数量 27 本・日 P78
ビクトリックジョイント日当り使用数量 31 本・日 P78

注入口取付工・マンホール口仕上工・流入管口切断シール工・取付管口仕上工計算
S1 既設管断面積 2.49078 m2

t マンホール口仕上厚さ 0.05 m P84
マンホール口仕上工 既設管断面積1.44m2以下 0 箇所 P84
マンホール口仕上工 既設管断面積1.44超え4.41m2以下 2 箇所 P84
マンホール口仕上工 既設管断面積4.41超え9.00m2以下 0 箇所 P84
マンホール口仕上工 既設管断面積9.00m2以下 0 箇所 P84

注入口取付日数　0.02～0.07m3以下 0.75 日/スパン P5,P76
流入管口切断シール工 0.64m2以下 0 箇所 P85
流入管口切断シール工 0.64超え1.43m2以下 0 箇所 P85
流入管口切断シール工 1.43超え2.25m2以下 0 箇所 P85
流入管口切断シール工 2.25超え4.00m2以下 0 箇所 P85
取付管口仕上げ工 16 箇所 P86

α1 供用日係数 1.9 R5.10～ 新潟

L' 作業孔（人孔等）直下から製管発進点までの距離 1.05 m

段取替・支保材供用日数等計算

製管工

+ +
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記号 名　　称 数　量 単　位 出典

製管機械器具損料（詳細）
d 製管機械器具日当り運転時間 6 時間 P94

製管機使用台数 1 台 P94
油圧ユニット使用台数 1 台 P94
発動発電機使用台数 1 台 P94

管内洗浄工
L 管内洗浄延長 89.88 m
Ls 既設管周長 6.06871 m
A 時間当たり管渠洗浄作業量 15 m/h P97

1m2当り使用水量 0.03 m3/m2 P96

t 1m3当り給水時間 0.08 h/m3 P96
l 給水場所との距離 2.9 km 現場～処理場
Q 高圧洗浄車タンク容量 2.5 m3 P96
V 給水車移動速度 20 km/h P56
T 高圧洗浄車運転日当り運転時間 6.7 h/日 P96
T3 トンネル作業員数 1 人 P96

換気量計算
V 平均断面での風速 48 m/mim P52

交通誘導員計算
N 1現場当り交通誘導員数 2.5 人 2人×1.2(交代要員含む)

半日単位切上

足掛金物撤去・設置 0 本
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

基本条件（路線22）

既設管1,775×1,410

幅 1.775 m

高さ 1.410 m

ハンチ 0.210 m

製管延長 L ＝ 89.88 m

直線部 LS ＝ 81.88 m

曲線部 LSU = 8.00 m

直線用ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ計上延長 L1 ＝ LS
※上下流ﾏﾝﾎｰﾙは矩形形状のため、余長未計上 81.88 m P67
　（円形計上の場合、余長計上する）

曲線用ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ計上延長 L2 = LSU 8.00 m P68
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

プロファイル延長（PfL）

製管延長（直線部） LS = 81.88 m

製管延長（曲線部） LSU = 8.00 m

製管断面幅 ｗ = 1.66 m

製管断面高 ｈ = 1.3 m

製管曲ハンチ R = 0.3 m

製管部材① #80SW
製管部材② #80SFW

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ幅 W = 0.08 m P66

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ高 H = 0.0163 m P66

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ計上延長 L1 = 直線部 81.88 m
L2 = 曲線部 8 m

巻出し延長 1.5 m P90

巻出しﾘﾝｸﾞ作成回数 1 回 P89

プロファイル中心線延長 D 5.39040 m 更正中心断面算出根拠

製管1m当りの
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 PfL1 = D×1（m）/W

5.39040×1/0.0800 67.3800 m

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 PfL = 直線用 67.3800×81.88 5517.07 m

PfL = 曲線用 67.3800×8.00 539.04 m

巻出しﾘﾝｸﾞ作成用
調整ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 = PfL1×巻出し延長（m）

67.3800×1.5 101.07 m
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

1日当り製管延長

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 PfL = 直線用 5517.07 m
= 曲線用 539.04 m

1ﾄﾞﾗﾑ当り PfDL = 直線用 1000 m P67
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 = 曲線用 1000 m P67

1日当りﾄﾞﾗﾑ使用数 D = 1.35 巻 P89

使用製管機 M型 P69

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ送出速度 vp = 7 m/分 P69

製管1m当りの
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 PfL1 = 67.3800 m

作業効率 E = 0.8 P70

必要ﾄﾞﾗﾑ数 drm = PfL/PfDL
直線用 5,517.07/1,000 5.6 巻 P89
曲線用 539.04/1,000 0.6 巻 P89

製管日数 sday = drm/D＋1
(5.6+0.6)/1.35+1 6 日 P89

製管設備設置
撤去回数 ｎ = drm/D＋1

(5.6+0.6)/1.35+1 6 回 P89

溶接個所数 Jo = drm－1＋(ｎ－1) (ｎ－1):Dが整数の場合は計上しない
（直線用必要ﾄﾞﾗﾑ数－1）※＋（曲線用必要ﾄﾞﾗﾑ数－1）※＋（製管日数－1）

　(※は切上整数）

(5.6－1)+(0.6－1)+6-1 10 箇所 P73
曲線部接続：曲線部2か所×2 4 箇所

合計 14 箇所

製管速度 Vmin = vp/PfL1
7.0/67.3800 0.1039 m/分 P69

1日当り製管延長 Lday = 8（h/日）×60（min/h）×Vmin×E
= 480×0.1039×0.8 39.9 m/日 P70
= 39.9
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

支保工日数・裏込注入計算

支保工作業環境係数 E = 0.8 P81

支保工設置撤去時間 S = 15 分/m P80

準備時間 T1 = 1.0 h/日 P80

後片付時間 T2 = 1.0 h/日 P80

既設管断面積 A = 2.49078 m2

更生管外空断面積 RiA = 2.13655 m2

Pr部の注入面積 PrA = 直線部 598.0 mm2 P75
Pr部の注入面積 PrA = 曲線部 397.0 mm2 P100

管口シートモルタル厚 ⊿t = 0.05 m P74

1日当り注入量 Qday = 10.8 m3/日 P83

鋼管ﾊﾟｲﾌﾟ
日当り使用数量 27 本・日 P78

ﾋﾞｸﾄﾘｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ
日当り使用数量 31 本・日 P78

裏込注入延長 Lu = 製管延長(最長スパン）（上限200m） 89.88 m

支保工数量 Ns = Lu/2.0（m）＋1（ｾｯﾄ）
89.88/2＋1 46 セット P81及びP31
※小数点２位四捨五入後整数切上

1日当り、支保設置
または撤去、延長 D ＝ ｛8（ｈ/日）－（T1＋T2）｝×60（min/h）/S×E

｛8－（1＋1）｝×60/15.0×0.8 19.2 m/日 P80

1日当り支保設置
撤去延長 Ds2 ＝ 19.2/2 9.6 m/日

支保工設置日数 ＝ Lu/D
スパン1 89.88/19.20 4.7 日 P5

支保工撤去日数 ＝ Lu/D
スパン1 89.88/19.20 5 日 P6

①注入断面積 S1-1 = {(EA－RiA)+PrA×10^6×PrE}
直線部 {(2.49078－2.13655)+598×10^-6×67.3800 0.395 m2 P74

①裏込注入量 Q = S1-1×（製管延長ー⊿t×2）
直線部 0.395×（81.88ー0.05×2） 32.303 m3 P74

※管口ｼｰﾙﾓﾙﾀﾙ控除を2箇所計上（両端部）

②注入断面積 S1-1 = {(EA－RiA)+PrA×10^6×PrE}
曲線部 {(2.49078－2.13655)+397×10^-6×67.3800 0.381 m2 P74

②裏込注入量 Q = S1-1×（製管延長）
曲線部 0.381×8.00 3.048 m3 P74

※管口ｼｰﾙﾓﾙﾀﾙ控除は不要（直線部で控除）

裏込注入量 Q = 直線部＋曲線部
= 32.303+3.048 35.351 m3 P74

裏込注入日数 = Q/Qday
35.351/10.80 4 日 P6
※整数切上
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

100m当たりの
支保設置日数 V1 = 100ｍ製管延長/D

= 100/19.20
※切上少数第1位止め 5.3 日 P5

100m当たりの
支保撤去日数 V2 = 100ｍ製管延長/D

= 100/19.20
※整数切上 6 日 P6

100m当たりの V = V1 + V2
支保設置・撤去日数 = 5.3+6

11.3 日

100m当たりの
裏込注入日数 = 100ｍ注入延長×注入断面積×α/Qday

100×0.394÷10.80 3.65 日
※端数＜0.01：切り捨て、0.01≦端数：切上 4 日 整数計上
※注入断面積は加重平均にて算出 0.394 m2

100m当たりの鋼管ﾊﾟｲﾌﾟ
及びﾋﾞｸﾄﾘｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ = 100ｍ当りの支保設置撤去日数＋100ｍ当りの裏込注入日数
必要日数

= 11.3＋4 15.3 日
15.5 日

100ｍ当りの注入用
内部配管必要量
鋼管ﾊﾟｲﾌﾟ = 27×15.5 419 本・日 P78

ﾋﾞｸﾄﾘｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ = 31×15.5 481 本・日 P78
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

注入口取付工・マンホール口仕上工・流入管口切断シール工・取付管口穿孔仕上げ工計算

既設管断面積 S1 = 2.49078 m2

製管断面積
プロファイル内周断面積 S2 = 2.04889 m2

厚さ ｔ = 0.05 m P84

流入管口切断ｼｰﾙ工 0.64m2以下 0 箇所 P85
0.64超え1.43m2以下 0 箇所 P85
1.43超え2.25m2以下 0 箇所 P85
2.25超え4.00m2以下 0 箇所 P85

流入管口切断ｼｰﾙ日数 = （トンネル世話役）×個所数
0.0×0.5+0.0×1.0+0.0×1.5+0.0×2.0 0 日 P85
※積上げ端数、切上整数

注入口取付工
ｼｰﾙﾓﾙﾀﾙ量
1スパン当たり V = （S1－S2）×ｼｰﾙﾓﾙﾀﾙ厚×上下流ﾏﾝﾎｰﾙ

= （2.49078－2.04889）×0.05×2 0.044 m3/スパン P76
=

注入口取付日数 = 0.044m3＞0.020m3 0.75 日/スパン P5,P76

取付管口仕上げ工
取付管口仕上げ数 16 箇所 P86
１日当たり仕上げ箇所数 標準仕上げ箇所数（３箇所） 3 箇所

取付管口穿孔仕上日数 取付管数/1日当仕上げ箇所数
= 16÷3 6 日
※整数切上

マンホール口仕上げ工
モルタル量 V ＝ （S1-S2）×t

t ：厚さ　0.05m（標準）
＝ （2.49078－2.04889）×0.05 0.022 m3

世話役日数 世話役人数
既設断面積 1.44m2以下 0.5 人/箇所 0 箇所 P84
既設断面積 1.44超え4.41m2以下 1.0 人/箇所 2 箇所 P84
既設断面積 4.41超え9.00m2以下 1.5 人/箇所 0 箇所 P84
既設断面積 9.00m2超え 2.0 人/箇所 0 箇所 P84

マンホール口仕上日数 ＝ 箇所数×世話役
＝ 0.0×0.5+2.0×1.0+0.0×1.5+0.0×2.0 2 日
※整数切上

0.0442

設計書_R6-西下第20号-万代排水区流作場幹線19-4～22管更生工事



番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

段取替・支保材共用日数等計算

共用日係数 α = 1.9 R5.10～ 新潟

段取替日数 ｄ = 注入口取付日数＋支保工設置日数
0.75＋4.7 6 P6

6－（0.75＋4.7） 0.55 日 P6

支保材供用日数 = （支保工設置日数＋支保工撤去日数＋注入日数）×α
（4.7＋5＋4）×1.90 26.03 日 P74

26.50 日 P74
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

製管工歩掛計算

作業孔（人孔等）
直下から製管発進点
までの距離 L´ = 1.05 m

製管距離 L = 89.88 m

自由断面　製管機M型 P72
トンネル世話役 1 人
トンネル特殊工 2 人
特殊作業員 2 人
普通作業員 2 人
トンネル作業員 α＋β

1＋1.0＝ 2.0 人
※端数0.1～0.5は0.5に切上、端数0.6～0.9は切上整数

α = L´/30（m/人）＋1
= 1.05/30＋1
= 1 人
※小数点以下切捨て

β = ｛（L＋L´）－（α×30）｝/30/2
= ｛（89.88＋1.1）－（1×30）｝/30/2
= 1.0 人
※小数点第２位切捨て後、0.5切上

2.0

1.03

1.015
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

製管機械器具損料（詳細）

製管機使用台数
M型 1.00 台 P94

油圧ﾕﾆｯﾄ使用台数
7.5Kｗ 1.00 台 P94

発動発電機使用台数
45KVA 1.00 台 P94

運転日数(製管日数) ｎ = 6 日 P89

日当り運転時間 ｄ = 6 時間 P94

製管機 時間数量 = 使用台数×運転日数（製管日数）×日当り運転時間
1×6×6 36 時間 P93,94

供用日数量 = 使用台数×運転日数（製管日数）×供用日係数
1×6×1.9 11.40 日 P93,94

油圧ﾕﾆｯﾄ 時間数量 = 使用台数×運転日数（製管日数）×日当り運転時間
1×6×6 36.00 時間 P93,94

供用日数量 = 使用台数×運転日数（製管日数）×供用日係数
1×6×1.9 11.40 日 P93,94
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

管内洗浄工計算

既設管周長 Ls = 6.06871 m 既設断面算出根拠

管内洗浄延長 L = 89.88 m

時間当たり管渠
洗浄作業量 A = 15.00 m/h P97

1m2当り使用水量 0.03 m3/m2 P96

1m3当り給水時間 ｔ = 0.08 h/m3 P96

給水場所との距離 l = 2.9 km 現場～処理場

高圧洗浄タンク容量 Q = 2.500 m3 P96

給水車移動速度 V = 20 km/h P56

高圧洗浄車運転
日当り運転時間 T = 6.70 h/日 P96

ﾄﾝﾈﾙ作業員数 T3 = 1 人 P96

洗浄1m当り
使用水量 q = Ls×1（m）×1㎡当り使用水量

= 6.06871×1×0.03 0.1821 m3/m P96
=

洗浄水全使用量 = q×L
0.1821×89.88 16.37 m3

給水回数 ｎ = L×q/Q
= 89.88×0.1821/2.5 7 回 P97
=

給水車運転時間 T2 = l×n（給水回数）×2(往復)×1/V
2.9×7×2×1/20 2.03 ｈ P97

高圧洗浄車
運転時間 T1 = L/A＋L×q×t

89.88/15＋89.88×0.1821×0.08 7.301 ｈ P96

管内洗浄工
作業日数 D1 = T1/T

= 7.301/6.7 1.09 日 P5
=
※全路線集計後、端数切上

管渠洗浄工
ﾄﾝﾈﾙ世話役A = 1.0×T1/T

1.0×7.301/6.7 1.090 人 P95・96
ﾄﾝﾈﾙ特殊工B = 1.0×T1/T

1.0×7.301/6.7 1.090 人 P95・96
ﾄﾝﾈﾙ作業員C = T3×T1/T

1×7.301/6.7 1.090 人 P95・96
普通作業員D = 2.0×T1/T

2.0×7.301/6.7 2.179 人 P95・96

0.1821

6.55

1.09
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

換気量計算

平均断面での風速 V = 48.000 m/mim P52

既設管調査工 既設管径（内空高）800mm以上1500mm未満 別途計上 日 P59

管内洗浄工 別途計上 日

製管日数 6 日

注入口取付日数 0.75 日

支保工設置日数 4.7 日

段取替日数 0.55 日

裏込注入日数 4 日

支保工撤去日数 5 日

FRPﾊﾝﾄﾞﾚｲｯﾌﾟ 0 日

管口仕上工日数 2 日

取付管口仕上日数 6 日

必要換気量
平均断面積 A 既設管断面積

2.49078 m2

Q = A×V
2.49078×48 120 m3/min P52

必要送風機 120/144（m3/min） 1 台 P52

送風機運転日数 N = 6＋0.75＋4.7＋0.55＋4＋5＋0＋2＋6 29 日 P97・P51
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万代排水区流作場幹線19-4～22管更生工事

219路線（φ700mm）

数量計算書 
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既設管内径 φ mm

L=

HP 700 mm

HP 150-300mm

TP 150-300mm

閉塞率 50%未満

閉塞率 50%未満

φ 700 mm

取付φ 150mm

取付φ 200mm

取付φ 150mm

取付φ 200mm

取付φ 150mm

取付φ 200mm

既設管径φ 700mm

箇所
取付管内管口止水工

パッキン除去工

取付管内止水工

取付管内止水工

箇所

箇所

本管目地止水工（管口）

別紙算定表参照

1

3.05

モルタル除去工
箇所

m
油脂除去工

モルタル除去工(取付管)

回
1

m

箇所

1

箇所

箇所

箇所

箇所

2

1.55
m

箇所

箇所

取付管口止水工
箇所

取付管口止水工

取付管せん孔仕上（分割）

仮設備設置・撤去工（設置）

換気工

箇所

取付管せん孔仕上（一日） 箇所

日

　≪管きょ更生工≫

反転・引込工

本管口仕上工 箇所
2

取付管内管口止水工
箇所

自立管

m
3.05

1.55m

更生管材延長
更生延長+(両端部MH内径/2*2)

仮設備設置・撤去工（撤去） 回
1

硬化・形成工

本管口切断工

管きょ更生水替工

箇所

1.55

　≪前処理工・止水工≫

219

153210070
～

153210080

合計

2

路線番号

700

　 更生延長

数　量　集　計　表

モルタル除去工(取付管)

1.55

2

1.55

1.0

1

日

1

侵入根除去工

取付管突出除去工

人孔番号

1.0

　≪前処理工・洗浄工≫

管きょ内洗浄工
m

1.55 1.55
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作業時間算出表 

路線番号：　219 自立管

人孔番号：　153210070～153210080 管径φ 700 mm 更生延長 m (0-10m)

仮設備設置工 1 回 55 分 55 分 55 分 55 分 積算基準A-20-34

反転・引込工 1.55 m 55 分 55 分 積算基準A-20-26

硬化・形成工 1.55 m 205 分 205 分 積算基準A-20-27

本管口切断工 2 箇所 30 分 60 分 30 分 60 分 積算基準A-20-29

取付管口せん孔仕上 箇所 53 分 分 20 分 分 積算基準A-20-29

仮設備撤去工 1 回 40 分 40 分 40 分 40 分 積算基準A-20-34

本管口仕上工 2 箇所 48 分 96 分 48 分 96 分 積算基準A-20-29

作業時間合計 511 分 511 分

作業時間（本管管口仕上工除く） 415 分 415 分 本管口仕上工は後日施工の場合

取付管せん孔仕上げ無し

1.55

-

-

-

-

備　考工  種 数　量
取付管口せん孔仕上（1日施工）の場合 取付管口せん孔仕上（分割施工・仮）の場合

作業時間（1箇所） 作業時間（全体） 作業時間（1箇所） 作業時間（全体）
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(3)日進量算出明細表

本管更生工 219路線　φ700ｍｍ

反転・引込工 219路線　φ700ｍｍ 1.55 m 13.53 ｍ/日 0.1 日 0.2 日 積算基準（下水道）

硬化・形成工 219路線　φ700ｍｍ 1.55 m 3.63 ｍ/日 0.4 日 0.8 日 積算基準（下水道）

本管口切断工 219路線　φ700ｍｍ 2 箇所 16 箇所/日 0.1 日 0.2 日 積算基準（下水道）

本管口仕上工 219路線　φ700ｍｍ 2 箇所 10 箇所/日 0.2 日 0.3 日 積算基準（下水道）

取付管口せん孔仕上 分割施工・仮 0 箇所 24 箇所/日 0.0 日 0.0 日 積算基準（下水道）

分割施工・本 0 箇所 13 箇所/日 0.0 日 0.0 日 積算基準（下水道）

一日施工 0 箇所 9 箇所/日 0.0 日 0.0 日 積算基準（下水道）

仮設備設置・撤去工 仮設備設置 1 回 9 回/日 0.1 日 0.2 日 積算基準（下水道）

仮設備撤去 1 回 12 回/日 0.1 日 0.2 日 積算基準（下水道）

計 1.0 日 1.9 日

0.0 0.0

前処理工・撤去工(219路線)

既設管径φ700mm 0 箇所 4 箇所/日 0.0 日 0.0 日 下水道管路管理積算資料（日本下水道管路管理業協会）

取付管突出除去工 既設管径φ700mm 0 箇所 5 箇所/日 0.0 日 0.0 日 下水道管路管理積算資料（日本下水道管路管理業協会）

浸入根除去工 既設管径φ700mm、閉塞率50％以上 0 箇所 7 箇所/日 0.0 日 0.0 日

浸入根除去工 既設管径φ700mm、閉塞率50％未満 0 箇所 10 箇所/日 0.0 日 0.0 日 下水道施設維持管理積算要領（下水道協会）

計 0.0 日 0.0 日

前処理工・洗浄工(219路線)

既設管径φ800mm未満 1.55 m 700 m/日 0.0 日 0.0 日 下水道施設維持管理積算要領（下水道協会）

計 0.0 日 0.0 日

前処理工・清掃工(219路線)

既設管径φ700mm 0 m 280 m/日 0.0 日 0.0 日 下水道施設維持管理積算要領（下水道協会）

計 0.0 日 0.0 日

摘要

高圧洗浄車清掃工

工  種 規   格 数量 日進量 実日数
供用日数
(不稼働係数
1.9)

工  種 規   格 数量 日進量 実日数
供用日数
(不稼働係数
1.9)

摘要

管きょ内洗浄工

摘要

モルタル除去工

工  種 規   格 数量 日進量 実日数
供用日数
(不稼働係数
1.9)

工  種 規   格 数量 日進量 実日数
供用日数
(不稼働係数
1.9)

摘要
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止水工事、及び事前処理工　計上表

当初 変更 管径 当初 変更 当初 変更 当初 変更

0

7 φ250 1

8

1

本管 16 0 φ250計 1 0 0 0 0 0
0 0 見積もり歩掛 見積もり歩掛

当初 変更 当初 変更

φ150 0 0
φ200 0 0
φ150 0 0
φ200 0 0
φ150 0 0
φ200 0 0
φ150 0 0
φ200 0 0

取付管 φ150計 0 0 0 0
取付管 φ200計 0 0 0 0

〇補・単の分けについて
止水工 取付管突出除去 モルタル除去

本管 補助 単独 単独
取付管 単独 単独 単独

〇積算計上方法について
止水工 取付管突出除去 モルタル除去

本管 直工 準備費 準備費
取付管 直工 準備費 準備費

22路線

219路線

取付管

取付管

取付管

取付管

管内侵入水a,b モルタル付着

取付管口侵入水a,b

5実3,5実1より

取付管突出

本管 φ700

21-1路線

19-4路線

□1725×1345

□1580×1350

適用
モルタル付着

本管 下流人孔

本管
侵入水a,b

22路線 本管 □1775×1410

219路線

19-4路線

21-1路線

本管・取付管 管径 適用

管径本管・取付管

本管

本管

取付管更生なしのため未計上
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止水工　設計使用量

　異常箇所集計表（本管部）【Y字管工法】 補助
内　　　容
浸入水a・b
浸入水a・b
浸入水a・b
浸入水a・b
浸入水a・b

合　計

　異常箇所集計表（本管管口部）【Y字管工法】 補助
内　　　容
浸入水a・b

合　計

　異常箇所集計表（取付管口部）【Y字管工法】　補助
内　　　容
浸入水a・b

合　計

　異常箇所集計表（本管管口部）【パッカー工法】　補助
内　　　容
浸入水a・b

合　計

　異常箇所集計表（取付管内部）【パッカー工法】　単独
内　　　容

合　計

　止水工数量表
内　　容

本管Y字管注入工
本管管口Y字管注入工
取付管口注入工
本管管口パッカー注入工
取付管内注入工
取付管内注入工

　Y字管注入工法　標準薬液注入量　補助

内　容

本管部
（矩形渠共通）
本管管口部
（矩形渠共通）
取付管口部

取付管（Φ250㎜）

　Y字管注入工法　止水セメント量　補助

内　容

本管部
（矩形渠共通）
本管管口部
（矩形渠共通）
取付管口部

取付管（Φ250㎜）

　　パッカー注入工法　標準薬液注入量　単独

内　容

本管管口部
φ700㎜

箇所 補助 パッカー工法 管口部（φ700）

1

2.2 m 補助 Y字管工法 管径（内空高)1500mm以上

本管部（クラック） 1.62 1 1.6 22路線
本管部（クラック） 0.60 1 0.6 22路線

2.20 1 2.2 21-1路線
1 2.2

備　　考

備　　考路　線補修長（m）部位

本管管口部（全周） 2.20 1 219路線

30.4 22路線

部　位 周長（ｍ/箇所） 箇所数 補修長（m） 路　線 備　　考

本管部（全周）

70.7

5.94

0.8

本管部（全周） 6.07 5

部位 周長（ｍ/箇所） 箇所数

本管管口部（クラック）

周長（ｍ/箇所） 箇所数

57.65

積算計上値

適用

5.23 18 94.1 下水道施設維持管理積算要領2020 p133

部　位

本管標準
ｍ当り注入量
（L/m)

18

1日当り
作業量
（箇所)

1日当り
作業量
（ｍ)

83.5

本管標準
箇所当り注入量
（L/箇所)

本管標準
ｍ当り使用量
（kg/m)

3.14

周長（ｍ/箇所）

本管部（クラック） 2.50

路　線

14
2.5 22路線
70.7

備　　考
6

箇所数
35.6

補修長（m）
21-1路線

1

21-1路線0.810.82取付管口部（φ250）

0.81

路　線

周長（ｍ/箇所）部位 路　線箇所数

当初数量 単位 補・単

0 箇所

m

m

補助

補助

0 箇所 単独
1

パッカー工法

Y字管工法

Y字管工法
備　考

1日当り
作業量
（ｍ)

パッカー工法 取付管口部（φ150）

1日当り
注入量
（L)

単独

適用

3.14 56.5

47.52 18 855.4

668.0

1日当り
注入量
（L)

8

管径（内空高)1500mm以上

管口部（φ250）

取付管口部（φ200）

下水道施設維持管理積算要領2020 p131

1日当り
止水セメント使用量

（L)

18 56.5

備　　考

適用

1037.7

備　　考

下水道施設維持管理積算要領2020 p133

18 下水道施設維持管理積算要領2020 p133

下水道施設維持管理積算要領2020 p127

23.76 18 427.7 下水道施設維持管理積算要領2020 p131

下水道施設維持管理積算要領2020 p131

日当り作業量
下水道施設維持管理積算要領
2020 p124
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　　【注入量計算】

　　　①注入量計算【Y字管工法】　本管部（矩形渠共通）
D：長さ mの場合

H：注入厚 m 下水道施設維持管理積算要領P132
L：注入幅 m 下水道施設維持管理積算要領P132

V：注入範囲 =L×D×H
= m3
= m3 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

n：土の間隙率 下水道施設維持管理積算要領P133
α：充填率 下水道施設維持管理積算要領P133
β：損失係数 下水道施設維持管理積算要領P133

Q：注入量 =V×n×α（１＋β）×1000 下水道施設維持管理積算要領P133
= × × ( 1 + ) ×
= L
= L 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

１m当たりの注入量 = L/m

　　　②注入量計算【Y字管工法】　本管管口部（矩形渠共通）
　　　　上記①注入量×1/2 = ×

= L

１m当たりの注入量 = L/m

本管内径 m
管厚 m 新潟市下水道施設基準図面集
周長 m 内径×円周率

D：管外径 m 内径＋（管厚×２）
H：注入厚 m 下水道施設維持管理積算要領P132
L：注入幅 m 下水道施設維持管理積算要領P132

V：注入範囲 =π［（D+2H）
2
-D2］/4×L 下水道施設維持管理積算要領P132

= π ×{ ( + )
2 - 2 }/ 4 ×

= m3
= m3 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

n：土の間隙率 下水道施設維持管理積算要領P133
α：充填率 下水道施設維持管理積算要領P133
β：損失係数 下水道施設維持管理積算要領P133

Q：注入量 =V×n×α（１＋β）×1000 下水道施設維持管理積算要領P133
= × × ( 1 + ) ×
= L
= L 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

１箇所たりの注入量 = L
１箇所たりの注入量 = L 管口のため注入量1/2

１箇所たりの注入量(m換算) = L/m 1箇所あたりの注入量÷周長

止水工日数算定表（路線毎）

21-1路線 35.6m÷18m/日＋2.2m÷18m/日＋0.8m÷18m/日＝2.1日
22路線 （30.4+1.6+0.6+2.5）m÷18m/日＝2.0日
219路線 1箇所÷8箇所/日＝0.1日

47.52

0.6
0.3

47.52
47.5200

0.4

1.00

0.25

0.1 1000

0.18
0.18

0.18

0.6
0.1

0.4

0.028
0.79
0.306
0.3
0.6

0.4 0.6

0.306 0.6 0.306 0.6
0.34268493
0.343

57.65
45.276

0.4
0.6
0.1

0.343 0.1 1000
90.5520
90.552

90.552

　　　③注入量計算【Y字管工法】　取付管管口部φ250

23.76

手入力

23.76
47.52 1/2

0.6

設計書_R6-西下第20号-万代排水区流作場幹線19-4～22管更生工事



補助・直工 単独・直工 単独・準備費 補助・直工 単独・直工

本管 120/144 70.70 m 18 m/日 下水道施設維持管理積算要領2020 P131 3.93 日 3.93 3.93

取付管管口φ150,200 120/144 0.80 m 18 m/日 下水道施設維持管理積算要領2020 P131 0.04 日 0.04 0.04

小計 3.97 日 3.97 0.00 0.00 3.97 0.00

3.97 日 3.97 0.00 0.00 3.97 0.00

※1 管内作業が伴う工種のみ計上

規格 単位 補助・直工 単独・直工 単独・準備費

150/180 日 4.0 0.0 0.0

単位 補助・直工 単独・直工

人日 16.0 2.0

３人配置（交代要員あり）

合計

換気工設計数量
（0.5日単位繰り上げ）

誘導員設計数量
（0.5人日単位繰上)

換気工 誘導員

事前
処理

補助・
直工

　Y字管注入工法

取付管更生、止水工、及び事前処理工　工期算定表

工  種 分類 種別 規   格
適用

送風機 (※
数量 日進量 適用 実日数
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支障物撤去工【単独】

支障物撤去工 取付管突出除去工 既設管径φ800mm以上～1500mm（準用） 8 箇所 10 箇所/日 0.8 日 見積

モルタル除去工 既設管径φ800mm以上～1500mm（準用） 1 箇所 10 箇所/日 0.1 日 見積

計 0.9 日

1.0 日計上日数

適用工  種 数量 日進量 実日数規   格
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日数算定表

単独
準備費

本管更生工 止水工 洗浄工 調査工 支障物撤去
19-4 8.0 0.0
21-1 25.0 2.1
22 29.0 2.0
219 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 換気工 50/60 m3/min適用

合計（日） 63.0 4.5 2.0 1.0 1.0
換気日数A（日） 0.0 換気工 50/60 m3/min適用
換気日数B（日） 1.0 換気工 120/144 m3/min適用
作業日数（日） 1.0

交通誘導員 2.5 2.5人/日(交代要員含む)

準備費

換気工 120/144 m3/min適用

1.5 0.0

1.0

71.0

備考路線

177.5

補助

1.0

66.5

2.0

3.0

直接工事費
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